
 

令和８年 3 月号 

＜４月の予定＞ 

木曜日 2 日、9 日、16 日、23 日、30 日       防具組・初級組17：00～19：00 

土曜日 4 日、11 日、18 日、25 日             防具組・初級組15：00～17：00 錬成部 17：00～19：00 

 

  ■ 4 日(土)                      剣道教室申込み受付（第1回） 

  ■11日(土)                      一級審査・合同稽古会（大宮武道館） 

                            剣道教室申込み受付（第2回） 

  ■25日(土)                    剣道教室申込み受付（第3回） 

    ※先月号の剣道教室申込み受付日が間違っていました。正しくはこちらの日程になります。 

 

＜５月の予定＞ 

木曜日 7 日、14 日、21 日、28 日           防具組・初級組17：00～19：00 

土曜日 2 日、9 日、16 日、23 日、30 日     防具組・初級組15：00～17：00 錬成部 17：00～19：00 

 

  ■ 9 日(土)                      定期総会（駒場体育館会議室 15:15〜） 

  ■16日(土)                      剣道教室①（13時〜15時 以降6月13日までの毎週土曜日全5回） 

  ■23日(土)                    剣道教室② 

  ■30日(土)                    剣道教室③ 

※状況により中止や稽古場所が変更になることがあります。詳細は随時、Slack にてご確認下さい。 



                卒業する皆さんへ 

本 荘  真 

 

２０２６年になってのある日曜日、アメリカ東部地区連盟の若手剣士トライアウト（選手選考会）が

あり、審判で七段が集められました。この日はあいにくの大雪で来られない先生方もおりました。

初めてお会いするある先生に自己紹介をしてご出身を尋ねたところ、「埼玉県、浦和、一女の近く」

と、どんどん「えっ、えっ、、」が続きなんと妻の実家のはす向かいにご実家が！陶山研（すやまけん）

先生という方で、岸中剣道部の９学年上の先輩でした。会の仲間から NY に「スヤマ」という高名な

先生がいると聞いていましたが、駒剣の須山先生と同じ文字と勝手に思っていました。先生は高校

卒業を機にアメリカに留学され、それからずっと５０年間アメリカ暮らしとのことです。この１０年、

２０年で渡米されたのであれば、浦和剣連などで接点はあったかもしれません。私の妻は子供の頃、

先生の家の前に黒塗りの高級車が送迎で停まっているのを覚えていて、そのことを先生に話した

ら「それは父です。いつもは浦和駅から電車で通勤していましたが、一時期体調を崩して会社の車

が迎えに来ていたことがありました。」と。私も「陶山」の表札見てました。「とおやま」と読んでまし

たが。審判した後、一番で稽古をお願いし、「今度ゆっくり飲みながらいろいろお話ししましょう。」

と言っていただいています。 

 

 駒剣６年生の皆さん、卒業おめでとう。最後の一年、

一緒に稽古できなくてごめんなさい。でも、みんなの

がんばりはこちらにも伝わってきました。駒剣のリー

ダーとしてチームをまとめ後輩たちを引っ張ってく

れたことに敬意と感謝を表します。 

 私が卒業していく駒剣士にいつも話すのは、「でき

るだけ剣道との縁を大切にしてください」ということです。中学生になって剣道部に入部して続け

てくれたらうれしいですが、違う部を選んでもいつかまた剣道をやる機会はあります。駒剣の先生

方もそういう人がたくさんいます。剣道部でなくても駒剣に顔を出してください。駒剣の仲間を生

涯大切にしてください。私は、上に書いたような“奇跡みたいな出会い”を剣道をしていたことによ

って何度も経験しています。もちろん皆さんとの出会いもその一つです。卒業をもって「駒剣ファミ

リーの永久会員になる」という大きな特典が与えられました。そのことを大事にしてください。 

２年後、大きく成長した皆さんに会えることを楽しみにしています。中学校でもいろんなことに

挑戦しがんばってください。遠く離れていてもいつも応援しています。 

 

 



駒剣を卒業する皆さんへ 
 

山田 節男 

 

短い二月がなんとなく慌（あわ）ただしく過ぎ、寒さも緩（ゆる）みほっとし

たような気もする三月に入りました。今月、小学校を卒業するみなさんは、どん

な気持ちで過ごしているでしょうか。中学校での新しい時間を待ち遠しく思っ

ている人もたくさんいると思います。新しい環境（かんきょう）に入ることを不

安に思っている人もいると思います。両方の気持ちがあって何とも言えない気

持ちの人もいるかもしれません。 

中学生になると乗り物に乗る時の運賃（うんちん）は大人（おとな）の料金に

なります。小学生はこども料金ですから四月から急に変わります。社会生活の中

で少し大人に近づいていきます。 

初めて学校生活を過ごした小学校の最高学年から新入生として中学校に入学

します。中学校ではまた新しい体験がたくさんあるはずです。大人に近づいてい

く第一歩といえるかもしれません。 

今これを読んでいる六年生は入会した時期は異なりますが、駒場剣友会で剣

道をしてきました。いろいろなことが身についてきたと思います。 

剣道をするときにいつも基本が大切であると言われました、試合や稽古では

待っていないで自分から攻めていくように言われたと思います、礼式をすると

きに右端の人に合わせて座ることでたくさんの人がきれいに座れます、礼式の

前に面紐（めんひも）をきれいに整えておくとすぐに面がつけられますね、道場

に入る時大きな声で「お願いします」と言って入ることは大事です、まだまだた

くさんいろいろなことを教わって身につけてきたと思います。 

たわいのない小さなことと思うかもしれませんがどれも物事に取り組むとき

に役に立つ大事な心構えです。なんでも基本が大事、最初の部分をおろそかにし

ないでしっかりできるよう取り組んで着実に進む。自分で考えて準備をして自

分から動く。挨拶（あいさつ）はどんな時も人との関わりの大切な手段です。駒

剣で身につけたことを活（い）かして自信をもって行動していってください。 

おしまいに皆さんは卒業すると駒剣 OB,OG となりますがこれからも駒剣の

一員です。いつでも顔を見せてください。卒業おめでとう！ 

 

 

 



廣江 剛 
 

６年生の皆さん、卒業おめでとうございます。 

皆さんの中には長く稽古を続けてきた人もいれば、最近入門した人もいます。

歩んできた時間は違っても、同じ道場で汗を流し、励まし合い、楽しい思い出を

共有してきた仲間との出会いは、皆さんにとってかけがえのない宝物です。この

ご縁を、これからも大切にしていってほしいと思います。 

今年の６年生は、昨年の代とはまた違った個性を持っていました。稽古への向

き合い方も、得意なことも、苦手なことも、本当に様々でしたね。それでも、皆

さんは自分のペースで剣道と向き合い、最後までやり抜いて卒業の日を迎えま

した。その姿を、私たちはしっかり見てきました。 

皆さんのアルバムには、「修文練武（しゅうぶんれんぶ）」と書かせていただき

ました。 

これは、学問（文）と武道（武）の両方に励み、心身を鍛錬するという意味を持

つ言葉です。剣道は、ただ強くなるためだけのスポーツではありません。剣道を

学ぶことによって人格を高めていくことを目的としている「武道」なのです。そ

のためには、学問に励み、正しい物事の考え方や世の中の真理を追究していくこ

と、剣道の稽古を通じて礼儀正しさ、気力、集中力、粘り強さなどを身に付けて

いくこと、その両方を磨いてこそ、真の成長が生まれるという教えが、この四文

字には込められています。 

ここからは、皆さんにぜひ伝えたいことがあります。中学校に進むと、勉強や

部活動、友達関係など、世界が一気に広がります。剣道を続けるかどうか迷って

いる人もいるかもしれません。でも、もし少しでも「続けてもいいかな」と思え

る気持ちがあるなら、その気持ちを大切にしてほしいのです。剣道を続けること

には、皆さんがまだ気づいていない価値があります。 

１、小学生のうちに積み上げた基本は、中学校で大きな武器になること 

２、経験者として頼られたり、後輩に教えたりすることで、自信が育つこと 

３、剣道は長く続けるほど深く面白くなる競技であること 

素直な皆さんは、これから伸びる余地がたくさんあります。中学校で剣道を続

けたとき、皆さんが思っている以上に大きく成長する姿がきっと見られるはず

です。 

一回り大きく成長した皆さんと、また道場で稽古できる日を心から楽しみにし

ています。 

 

 



長谷部 太郎 

 

まずは、卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。そして保護者の皆様

も本当にお疲れ様でした。またこれまでのご支援に感謝いたします。 

卒業生の皆さんが駒剣の門を叩いた頃のことを思い返すと、竹刀を握るのも

初めてで、戸惑いながらも一生懸命に稽古に励んでいた姿が目に浮かびます。そ

れが今では立派な剣士として成長し、その姿に深い感慨を覚えています。皆さん

の成長は、私だけでなく駒剣に関わる大人たちにとっても大きな喜びであり、誇

りです。 

この数年、私自身も大きな試練に直面していました。右股関節の痛みが悪化し、

昨年は思うように稽古ができない日々が続きました。しかし、2025 年 10 月に

思い切って手術を受け、今年に入ってようやく、再び皆さんと共に道場で汗を流

せるようになりました。術後の回復は決して楽な道のりではありませんでした

が、この経験を通じて、どんな困難な状況でも前向きに諦めずに挑戦し続けるこ

との大切さを、私自身が改めて実感しています。 

今、世界は AI などの新しい技術によって、かつてないスピードで変化してい

ます。皆さんが大人になる頃には、きっと想像もつかないような新しい社会が広

がっていることでしょう。そんな変化の激しい時代だからこそ、剣道で培った

「気剣体一致」の精神を、これからの人生でも大切にしてほしいと願っています。 

まだ理解しにくいかもしれないですが、剣道は、単に「打った」「打たれた」

を競う競技ではありません。相手と向き合い、互いの気迫を感じ取り、構えを崩

さず、自分の体幹を意識し、一瞬の隙を見極める。この「練り合い」こそが剣道

の奥深さであり、私たちの人間力を高めるかけがえのない経験となります。これ

から皆さんが直面するであろう学業や友人関係、そして将来の夢に向かう様々

な課題に立ち向かう時、剣道で培った「気剣体一致」の精神が、きっと大きな力

となるはずです。 

私自身も今年、大学院で情報アーキテクチャを学び直すという新たな挑戦を

始めます。これは、皆さんが剣道を始めた時と同じように、私にとっての未知の

世界への一歩です。皆さんも、中学校に進学して新しい環境に身を置いても、臆

することなく常に「攻めの姿勢」を忘れず、自分の信じる道を力強く切り拓いて

いってください。 

駒剣で過ごした日々が、皆さんの人生の確かな礎となり、前途が剣道で鍛え上

げた心と共に光り輝くものであることを心から願っています。再び道場で竹刀

を交える日を楽しみにしています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業生&保護者の方から駒剣の皆様へ 

■卒業生 

 

出口智尋さん 

僕は 2 年生の春に駒剣に入りました。最初のころは竹刀も重く、素振りも大変で上手に振れませんでした。

ですが、木曜日と土曜日両方の稽古、夜の修道館に参加することなどで段々と力をつけることができまし

た。 

3 年生初めての合宿では、2 日間の稽古や日本剣道形の練習は暑い中とても大変でしたが、スイカ割りや

花火、部屋の中で過ごす時間も、すごく楽しいものでした。3 日目には試合があり、初めて優勝することが

でき、とてもうれしかったです。そしてクリスマス会は、プレゼント交換やプレゼント抽選会など楽しい企画

が盛りだくさんで、とても思い出に残っています。 

4 年生では、初めて日本武道館での大会に出ることができ、勝つことはできませんでしたが、とても良い経

験になりました。そして、何よりも 4 年生で初めて駒剣で皆勤を達成し、今まで頑張ってきた成果を実感す

ることができたことはとても嬉しかったです。 

6 年生でキャプテンに選ばれたときは、自分にそんな重要な役割がちゃんと務まるか、とても心配でした。

最初は、大きな声で号令をかけ、みんなをしっかりとまとめ、引っ張っていくのは大変でした。ですがキャプ

テンになれたおかげで、前よりも自信がつき、少しはキャプテンらしく、いろいろな役割を果たすことがで

きたのでよかったです。 

ほかにも、やどかり剣生会さんとの交流会では、毎年負けていた相手に自分の得意技で勝つことができ、

とても印象深い思い出となりました。そして埼玉大学稽古での皆勤達成、これは本当にうれしいことでし

た。朝早くから起きて、ランニングから始まる稽古を12日間続けることはとても大変でした。毎日早くから

起き、寒い中車で送迎してくれた母には感謝してもしきれません。鳳翔剣大会でもベストを尽くすことがで

きたのでよかったです。 

今まで、試合で勝った時の嬉しさ、試合に負けた時の悔しさ、どちらも数え切れないほど経験してきまし

た。そして反省点を見つけ次に生かす、これも何度も繰り返してきました。僕は、今まであまり大会で入賞す

ることはできませんでしたが、駒剣で稽古ができてとてもよかったです。 

駒剣は他にも、昇級審査会、0B・0G会、塚越剣友会さんとの交流会、４０周年パーティーなどたくさんの思

い出が詰まった場所でもあります。そんな場所を卒業してしまうのは、大変寂しいことですが、中学生にな

っても剣道を続け、駒剣に来て稽古をしたいと思っています。その時はまたご指導よろしくお願いします。 

そして 6 年生最後の錬成会では、駒剣で培ってきた成果を存分に発揮して、全力で試合に臨めるといいな

と思います。今までたくさんの指導をしてくださった先生方、いろいろな場面で支えてくださった保護者の

皆さん、駒剣の方々には感謝しかありません。 

そして何よりも、今まで一緒に稽古をしてくれた、駒剣士の皆さん、毎週たくさん稽古をして、時にはアドバ

イスもし合いながら、共に高め合うことができて、とても嬉しかったです。 

駒剣でしてきたことはすべて、一生忘れられない思い出です。今まで本当にありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酒井健汰さん 

６年間、ありがとうございました！ 

この６年間で色々な事を学び、心技体のどれも成長出来たと思います！ 

合宿のお稽古が少しきつかったけど、みんなで過ごした時間が楽しくて疲れも飛びました！ 

中学生になっても錬成部のお稽古には参加しますので、よろしくお願いします✨ 

髙見渚さん 

僕は鬼滅の刃を見てそれにあこがれて 2 年の 5 月から駒場剣友会に入りました。 

始めたころは、満足に素ぶりもできなかったけれど、先生方が教えてくれたおかげでうまく竹刀をふれ

るようになれました。面付けも、最初は全くできなかったけれど、どんどんと練習を重ねていくうちに

速く面を付けられるようになりました。 

防具組に入ってから、寒稽古やかかり稽古など、多少のしんどいことはあったけれど、夏合宿やクリス

マス会など楽しいこともたくさんありました。 

今までこうして剣道を続けられたのは、共に稽古してくれた駒剣士のみなさんと先生、役員の方々のお

かげです。約 4 年間本当にありがとうございました。 

海江田瑛勇さん 

1 年生の冬から先生方や周りの皆さんのおかげでここまで続けられることができました。 

本当にありがとうございました。剣道をやっていて礼儀や相手を見る力がつきました。 

ここで習ったことを中学でも活かして続けていきたいです。 

OBOG 会や合宿、修道館の練習には参加したいと思っていますのでそのときはよろしくお願いします。 

永井恒太郎さん 

僕は小学四年生から駒剣に入会しました。最初は「運動のため」と思っていましたが、先生方が分かりや

すい指導をして下さり、どんどん剣道が面白くなっていきました。 

防具組になると防具が重たくて大変でしたが、続けるうちに地稽古や新しい技などが少しずつ出来る

ようになるのが楽しかったです。 

六年生になり、受験で駒剣に来る回数が少なくなっても先生方や保護者の方、たくさんの友達が助け

てくれてとても嬉しかったです。 

先生方、保護者の皆さん、駒剣士のみんな、本当にありがとうございました。 

長岡花さん 

駒剣で学んだ事を大切にしてこれからも頑張っていきたいです。 

今まで一緒に稽古に励んできた先生や仲間たちにありがとうを伝えたいです！ 

ありがとうございました！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■卒業生保護者 

柏佳吾さん 

初めて入った時はうまく出来ず、先生方も厳しくてこわいなと思ったけど、コツコツ続けるうちにこわ

い、厳しいなんて 1 ミリも思わなくなりました。 

駒剣士のみんなも明るく接してくれて楽しい日々を過ごせました。夏合宿と部屋のメンバーとポーカー

をしたり、他の部屋のメンバーともカードゲームをしてとても楽しかったです。 

卒業してもこつこつ続けていきたいです。3 年間本当にありがとうございました。 

大友大昂さん 

いつもありがとうございます。 

いつも優しく教えてもらっているので、これからもどうぞよろしくお願いします。 

今度初の昇級試験があるのでこれからはもっと気合いを入れていきます！ 

加藤翼さん 

稽古が楽しかったです。お世話になりました。ありがとうございました。 

江刺家健太さん 

先生方、駒剣の皆さん、お世話になりました。 

三年生から剣道をはじめて、色々なことが経験できました。はじめて大会に出たときはすごく緊張しまし

たが、少しずつ慣れていくことができました。最後の方は休んでしまったけれど、みんなと稽古ができて

楽しかったです。ありがとうございました。 

永井大輔さん 

コロナの自粛モードが収束し始めた頃、剣道教室のポスターがきっかけで入会することになり三年弱

の間お世話になりました。 

息子が防具組になったばかりの頃、防具の紐が上手く結べず手間取っていると、周りの駒剣士が自然

と手伝ってくれたのを見かけて「この雰囲気良いなぁ」と思ったことが今でも印象に残っています。 

また、普段の稽古での先生方の子供たちへのコメントや全体の雰囲気から、試合で勝つことが中心の

剣道ではなく、長い目で見て人を育てる場というのを感じて、駒剣に出会うことが出来て良かったと

思いました。 

そういった環境を作り繋いできていただいた師範・錬成部の先生方、保護者の皆様、駒剣士の皆さん

に感謝しております。 

一時期休会する期間もありましたが、皆さまのお陰で卒業まで続けることが出来たと思っています。

ありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出口奈保子さん 

智尋が剣道に出会ったのは、幼稚園年長クラスぐらいの頃にハマっていた、テレビの戦隊ヒーロ

ーの番組でした。ヒーローの一人が、「剣道道場の息子」という設定で、変身前の人間の姿の時に

竹刀を振る姿がカッコ良く映ったのか、「あれって何？自分にもできるの？」と私に聞いてきた

ことが始まりでした。剣道に興味を持つとは全く予想もしていなかったので驚きましたが、私に

聞く目が期待で輝いていたので、近くで剣道が習えるところはあるのだろうか、と調べたところ

「駒剣」がヒットしました。ですが、当時の入会条件は春の剣道教室に参加すること、しかも小学

2 年生からというものだったので「じゃあ、2 年生になってまだやりたい気持ちがあったらやっ

てみようか」と話し、いざ 2 年生になっても全く気持ちが変わっていなかったので、入会させて

頂くことになりました。それから現在に至るまで、その時の気持ちがブレる様子は一度もなく続

けられています。  

 剣道は、私が未経験だったため「口出し」ができず、全て先生方にお任せしていたのが良かった

のかなと思います。最初の半年ほどは、私もほぼ毎回見取りをさせて頂いていたような記憶が

ありますが、先生方が子供たちに丁寧に、根気強く、繰り返し説明して下さる剣道の理念や、所

作の意味、動きの理由などは、やらない私にとっても大変興味深く、智尋が良いものに興味を持

ってくれたこと、素晴らしい先生方がいらっしゃる駒剣にご縁があったことを感謝しながら、毎

回充実した気持ちで送迎をしていました。帰りの車内で剣道や駒剣に関する話をするのも、とて

も楽しい時間でした。  

 キャプテンに選んで頂いた最後の一年は、智尋なりに自分の在り方を考えながらお稽古に参

加していたように見えました。キャプテンになったばかりの頃は、号令の声がなかなか通らずだ

ったので私も心配し、つい口出ししたくなる気持ちになったので、私はしばらく礼式には出ない

ようにしていました。ですが、1 か月後くらいに久々に礼式に参加してみると、見違えるような声

量になっていたので安心し、剣道の上達と同じで、子供の成長と言うのは「時間」と「待つこと」

が大切なのだということを改めて実感しました。また、この一年は「キャプテンだから○○でない

といけない」という言葉が本人の口から何回か出ました。そういう意識を持つことが良い方ばか

りに働いたわけではないかもしれませんが、それがあったからこそ、これまで以上に真剣に剣道

に取り組み、二度目の駒剣年間皆勤賞を目指し、宣言通り埼大寒稽古皆勤賞も達成できたのだ

と思います。見守って頂いた先生方、駒剣士の皆さん、本当にありがとうございました。  

 駒剣は一旦卒業となりますが、本人の中にはこれから先も剣道をずっと続けていくビジョンが

あるようなので、私もできる限り応援し続けて行きたいと思っています。この春に高校生剣士に

なる予定の姉の夏帆共々、今後とも末永くよろしくお願いいたします。  

海江田茂勇さん 

瑛勇を入団させていただいてもう 5 年が経ちました。まだ最近のように思いますがもう卒団かと思う

と寂しく思います。 

やる気がなかなか入らない子で色々とご迷惑をおかけした事も多々あったかと思いますが、皆様の暖

かいご指導のお陰でここまで続けることできたと感じています。ありがとうございました。 

これからも顔を出すこともあると思いますがこれからもよろしくお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

髙見さん 

剣道には全く縁がなかった我が家ですが、息子のおかげで駒剣を通じて親子共々、いろいろなこ

とを学び、楽しませていただきました。 

当時『鬼滅の刃』の流行から、各地の剣道教室や剣道を習っている小学生を取材したニュースを見

て興味を持ち、浦和で剣道ができるところを探してみたことがきっかけでした。体験から、駒剣の

雰囲気のよさに私が心を惹かれ、息子のやる気も高まり、すぐに入会を決めました。 

渚はあまり勝負事には執着がなく平和主義でマイペース。そんな性格もあってか、この 4 年半でこ

つこつと積み上げてきたことは、試合で勝つということだけはなく、少しのことでは揺らがない安

定した精神力だったと思います。その先でようやく、高学年になり一本を取れることが増えてきた

と感じています。 

駒剣での日々を思い返してみると、2〜3 年生は無邪気に、一生懸命に、楽しく。 

3〜4 年生は面も小手も痛くて心が折れたり、行きたくない日も乗り越えて。 

5 年生は発声が大きく変わり、彼らしい剣道のスタイルがあると気づくことができました。 

6 年生は体と心が成長し、強さや安定感を感じられるように。ついには私も剣道を始めましたが、

渚の蹲踞や切り返し、体当たりはとても綺麗で憧れています。一緒に剣道をすることができて、こ

の 1 年はとても貴重な時間でした。嬉しかったです。 

この先、やりたいことがたくさんあると思います。駒剣での日々はきっとチャレンジする時の支え

のひとつになってくれるはず。そう信じて駒剣士のみなさんへもエールを送ります。 

最後に、子供達のことを 1 番に考え、環境をつくりご指導くださいました師範の先生、錬成部、後

援部の皆様に心より感謝申し上げます。ありがとうございました。 

柏まりさん 

「ぼく、ケンカっぽいの嫌いなんだ」と言って始めたばかりの空手（防具一式購入直後）を辞めた息子

が、剣道をやりたいと言った時は、正直これもまたすぐに辞めるだろうと思っておりました。 

最初はお稽古中に先生の話も聞かず、フラフラしており、見ていてイライラ…心配になりましたが、そ

んな息子も 3 年たった今ではすっかり立派な剣道っ子になりました。 

剣道を通じて、技術はもちろん礼儀作法や精神的なところも成長できたと感じております。少し逞し

くも見えます。 

これも先生方をはじめ錬成部のみなさま、保護者の皆さまが温かく見守り、熱心にご指導くださった

おかげです。 

もう卒業と思うと淋しい気持ちがいたしますが、中学校でも剣道を続けていくそうなので、教えてい

ただいたことを糧に頑張ってほしいと思っております。 

3 年間本当にありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

江刺家公一さん 

３年半大変お世話になりました。途中、受験で通えなかった時期がありましたが、非常に良い経験とな

ったと思います。 

特に超が付くぐらい人見知りだった子が少し改善されたことがなりより成長した部分だったかと思い

ます。そして、入ったきっかけである運動不足が改善されたことも大きいかと思います。 

４月から周りは知らない子だらけとなりますが、ここで経験したことを糧に頑張ってほしいと思います。 

これまでご指導いただきありがとうございました。今後ともよろしくお願いします。 

加藤さん 

師範の先生方、錬成部の先生方、後援部の皆様方短い期間でしたがご指導いただき、誠にありがと

うございました。 

私自身が剣道の経験者ではないため、分からないことだらけの中での一年でしたが、先生方のご指

導やお声がけのおかげで、子どもが剣道に向き合う時間を安心して見守ることができました。 

他の子どもたちが日々の稽古を通して成長していく姿を拝見し、駒剣で積み重ねられてきたご指導

の深さを感じておりました。親子ともに剣道の難しさ感じた 1 年でした。なかなか思い通りに行かな

い日の連続だったと思います。 

そのような中でも、先生方が根気強く声をかけ、最後まで向き合ってくださったことに、心より感謝

しております。礼を大切にすること、人の話をきちんと聞くこと、稽古の場に立ち続けることなど、剣

道を通して多くのことを学ばせていただきました。 

まだまだ至らない点の多い子ではありましたが、この 1 年間の経験は、今後どのような道に進んで

も、必ずどこかで活きてくるものと感じております 

短い期間ではありますが、温かくご指導いただき、心より感謝申し上げます。 

本当にありがとうございました 

大友さん 

いつもありがとうございます。 

６年生になってからの入会で、約９カ月という短い期間ではありましたが、先生方のご指導と保護者の

皆様のご助力のおかげで、息子も楽しく剣道に親しむことができ感謝しております。 

当初、本人から剣道を始めたいと聞いた際には、私自身にとって馴染みのないこともあり、「なぜ剣道

なのだろう」と戸惑ったことを覚えています。 

この 9 カ月間で、剣道が大きく上達したとは言えないかもしれませんが、一から武道に触れたことで、

礼儀や基礎の大切さを学ぶことができたのではないかと感じていいます。 

この経験が、今後の人生の糧となれば親としてもうれしい限りです。 

残り少ない期間ではございますが、引き続きよろしくお願いいたします。 



 

 

 

 

 

２月７（土）に埼玉大学にて鳳翔剣大会が行われました。 

自分の試合内容を振り返って、今度の試合で改善されるように日々の稽古を頑張りましょう。 
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小学生 

出口智尋さん 

今回の鳳翔剣大会では、1回戦目は不戦勝だったのですが、2回戦目で去年優勝した望月君と当たって負

けてしまいました。今回の試合は、1 本目は相手自信がその技を打ちやすいように剣線を下げ、少し待つ

ような感じで僕が面を打つようにを誘導され、返し胴を打たれてしまい、2 本目は相手は積極的に攻めて

どんどん打ってきたので、それに合わせて出小手や返し胴を打ったのですが、なかなか決められず、最終

的には出小手を打たれてしまいました。 

なので、今回の反省点は、相手のペースに乗せられてしまい自分もしっかりと攻めることができず、技もち

ゃんとした1本を決めることができなかったことだと思うので、もっとたくさん自分から仕掛けて、相手の

ペースを崩し、乗せられないようなテンポを作れるように、普段の稽古や地稽古ではそこをさらに頑張っ

て意識して、3 月の錬成会では今回の反省点を補えるといいなと思いました。 

纐纈大晴さん 

今日は色んな強い選手が使っている技を見ることできてとても勉強になりました。 

これからは色んな技に挑戦して試合で出せるようにすること、基本にこだわってやっていくことをがんば

りたいです。 

鰐川義彬さん 

初めての鳳翔剣大会で緊張しました。初戦の相手が上手だった上に、自分の思うようにできなかったし、

初戦で動きも堅かったから、全力を出す前に負けてしまって悔しかったです。 

でもこの経験を通して、自分のだめなところや直した方が良いところや、もっとできそうなところを考え

て、これからの稽古を頑張りたいです。 

葛西ひかりさん 

試合では、判定負けだったので、次からの試合では声をだして、なるべくおしい打ちを出来るように１カ月

に６回はけい古に行くようにがんばります。 

室井香凜さん 

初めて気持ちが着いていけなかった、理由は分かりません。 

これからは、気持ちを全面的に出したいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山下祐生さん 

鳳翔剣大会では、内田くんとの試合では、負けてしまったけど、自分は手首の動きが遅くて右手で打って

しまっているのがよくわかった。 

自分は、これを生かしてこれからの試合では手首や足の動きを気をつけたい。 

来年は、埼大寒稽古を皆勤して、手足の動きにも気をつけて鳳翔剣大会に挑みたい。 

参加させていただきありがとうございました。 

飯田康太郎さん 

大会に出てすごく緊張しましたが、2 回勝ったのは、今回が初めてだったのですごく嬉しかったです。 

でも、終わって振り返って直すところがたくさんあったので、次やるときまでには、直しときたいです。 

徳武羽奏さん 

試合は負けてしまいました。試合の動画を見たら合い面がおしかったので、 

どうしたら合い面で 1 本とれるのか？お稽古がんばりたいです。 

中学生 

岩滝愛乃さん 

毎年初戦敗退の結果で終わっていましたが今年は初戦突破でき、良かったです。 

しかしあと一歩のところで負け入賞できず悔しい結果ともなってしまったので今大会の試合の反省を活

かし今後に繋げていきたいです。試合で決着がつかなかった場合、判定で勝敗が決まるところもあった

ので気合、そして自分から攻めて自分の有利な展開まで持っていけるよう頑張りたいです。 

中学の間では来年が鳳翔剣大会に出られる最後になってしまうかもしれないので悔いのない結果を残

せるようこれからも稽古していきます。 



 

 

 

 

 

 

後援部 三浦美幸さん 

 

加藤さんよりバトンをいただきました、春より５年生になります 三浦 傳 (つたえ) の母です。 

昨年の剣道教室に参加させていただき、入会いたしました。 

 

 

【 自己紹介 】 

幼少期は家の近くにある梅林に行きロープ片手に登っては、ブランコやハンモックにして遊

んだり、ザリガニ釣りをしたり、駄菓子屋の店先で時が経つのも忘れてお喋りをしたりと、か

なりのびのび過ごしていました。絵を描くことも好きだったため、ひたすら自由帳の上に色鉛

筆を走らせ、月が変わるたび貰える大きなカレンダー裏を隙間なく絵で埋めていくことに夢中

でした。 

 

大人になった今は自然の中へ癒しを求めてたびたび山へお邪魔し、ひたすら無心になって歩

き続けている時が一番の至福の時です。 

以前花屋で働いていたこともあり、花や観葉植物を眺めたり育てたりすることが好きなので、

できることならば家の中をジャングルにしたいと思っています。 

 

 

【 そして息子 】 

「刀が欲しい。」と、ある日息子に頼まれたので浅草まで向かい、仲見世通りで買うことにな

りました。なんてことないよくあるお土産用の木刀だったのですが、それでも本人は念願の刀

を手にしとても興奮したようで、その日からというもの、毎日のようにうっっとり眺めては家

の中でブンブン振り回す日々が始まりました。 

 

私はというと、すぐ横に勢いよく振り下ろされる刀の音に若干の恐怖を感じつつも、戦国武

将やマンガ(YAIBA)の影響から密かに息子が剣道への憧れを抱いていることに気づいていたの

ですが、主人も私も剣道の経験がないため なかなか一歩を踏み出せずにいました。 

そんな時、駒剣の剣道教室のチラシを見つけ「よし！始めよう！」と決意しました。 

 

大人の“ペンリレー” 



 

歴史、銭湯、餡子好きで将来の夢が和菓子職

人…と、やや好みが渋いため、時折“小さなお

じいさんが入っているんじゃないか“と疑って

しまうのですが、学校から帰ってくるなりラン

ドセルを放り投げ一目散に ONE PIECE を読

んでいる姿を見ると、まだまだ小学男子なんだ

と改めて気づかされます。 

 

 

 

そんな息子が真っ直ぐに剣道と向き合うことができるのも、先生方、錬成部の方々、後援部

の皆さんが優しく見守り支えてくださっているおかげだと常に感謝しております。今後ともご

指導よろしくお願いいたします。 

 

次は、昨年の剣道教室から一緒に入会しました 藤川さんにお渡しします。 

よろしくお願いします。 

 

 



錬成部 山下潤一さん 

 

〇はじめに 

皆さんこんにちは、最近某 YouTube チャンネルの影響でシャドー剣道にハマり、左足首を

痛めてしまった山下潤一です。（令和７年７月入会）日頃から駒場剣友会の皆様には、家族共々

大変お世話になっており、感謝しております。本日は、同じ７月入会の徳武さんからペンリ

レーのお話しをいただいたので、私の成長の記録と共に、私の自己紹介をしたいと思います。 

これを読めば、駒場剣士も身長１９０センチ台に到達すること間違いなし！さあ、レッツ、

一本～♪ 

 

〇小学生時代まで 

まず、私の現在の身長は、１９９．７センチメートルです。「あと３ミリじゃん。」という皆

さんの声が聞こえてきますが、こればかりはどうにもなりません。毎年の人間ドックで身長

計に乗るたびに、首の向き、胸の張り等を意識していますが、１９９センチ台から抜け出す

ことは出来ない状況です。さぞ、両親や兄弟も大きいのだろうと思うでしょうが、標準より

少し大きい程度で、父１７５センチ、母１６０センチ、姉１６０センチです。小さい時は、１

８５センチ位で止まるかなーと思いましたが、あっという間に父親を追い越してしまった状

況です。 

生まれた時は、標準的な体重でしたが、３歳時検診まで驚くべきスピードで成長し、検診

時には、頭１個抜き出ていたと母から聞いています。生後１か月でひきつけを起こし、大き

な病院に運ばれたそうで、瀕死から蘇れば強くなるサイ〇人的な何かが働いたのかもしれま

せん。 

小学校入学時点で１３６センチです。小学６年生まで毎年平均６センチずつ伸び、小学校

卒業時点で１７６センチまで到達します。小学生の時は、とにかく太っていて、ステーキレ

ストランに行くたびに、ステーキのタレだけでライス２杯を食べていた記憶や、おやつに柿

の種１袋（小分けタイプではなく大袋）を食べて、身長が１センチ伸びれば体重も１キロ増

加する状態でした。 

小学生の時に牛乳をたくさん飲んだ記憶は無いのですが、同窓会で会った女子達からは、

「給食の時、クラス中の余った牛乳全部飲んでたよね。」と言われたので、食べるのが好きな

小学生だったのだと思います。 

クラブ活動は、３，４年にスイミング、５，６年に少年野球をやっていました。スイミング

は行くのが嫌になってやめ、少年野球は、「左投げ右打ち」という、なんとも特徴のないスタ

イルだったことに加え、足が速いわけでも、スイングが鋭いわけでもないため、常に代打要

員でした。コーチからは、ちょくちょく、「山下がサウスポーでピッチャー投げられたらなー。」



と言われていたのが記憶に残っています。 

小学６年時のエピソードですが、保健体育の授業で６年生の４月から９月まで伸びた身長

を調べ、クラス全員で比べたことがありました。この時、私が伸びた身長はクラスで一番少

なく、友人等から「中学入ったら、山下を追い越しちゃうね。」等と言われていました。そう

ならなかったことは言うまでもありません。 

 

〇中学生時代 

中学校入学時点で身長１７６センチ、６年生の保健の授業の記憶から、成長期は来ないも

のと思ってましたが、期待をあっさり裏切り、第二次成長がやってきます。中学２年までに

１０センチ、中学３年までに７センチ伸び、中学卒業時点で１９８センチになりました。 

電車に乗るとき等で頭をぶつけたのは、身長１８５センチ位の時が一番ぶつけたと記憶し

ています。身長が１９０センチを超えてくると、視界に映るようになるので、自然と避ける

動きが身についたようです。 

部活動は、少年野球の夏合宿が暑くて耐えられなかったので、水泳部に入りました。仮入

部時に、バレーボール部、柔道部に勧誘され、全く見向きもしませんでしたが、将来、２つと

も自分がやることになるとは夢にも思いませんでした。水泳部に入って良かったと思える点

が、成長痛に悩まされなかったことです。サッカー部やバスケットボール部の友人は、膝が

痛いと毎日言っていましたが、私には無縁でした。体重の方は、水泳部で鍛えられて現在の

体型になり、そこそこの成績を収めることが出来ました。 

身長が高く、体重も標準になり、女子の目が気になるところですが、好きな女の子が「背

が高い人が好き。」と言っていたのを真に受け、アプローチした結果、「山下は背が高いんじ

ゃなくて、デカすぎるんだよ。規格外なんだよね。」と玉砕したのが良い思い出です。女子に

気兼ねなく話している祐生やモテ期まっしぐらの桐矢を見ていると、つい妬んでしまいます。 

 

〇高校生、大学生時代 

高校は、地元東松山市内の男子校に進学しました。高校でも水泳部に入ろうと思っていた

のですが、帰宅時に、バスケットボール部、バレーボール部、陸上部（やり投げ、砲丸投げ）

の監督３人に呼ばれ、「水泳は趣味でやればいい。背が高いのだから生かさない手はない。」

と、今や伝説となった校歌応援歌練習の後に、連日勧誘を受けていました。その後、バレー

ボール部の監督が、「山下は性格が優しそうだから、バスケットボールには向かないだろう。」

との一言からバレーボールの道に進むのですが、そこから３年に上がるまではホントに大変

でした。バレーボールは、【ネット越しの格闘技】と形容したいほど、ブロックする度に突き

指を繰り返して、テーピングが欠かせませんでした。３年になると、ブロックの上からスパ

イクを打てるようになり、ネット越しに相手の選手が「反則だよー。」と戦意喪失しているの



を見て、ホント申し訳ないと思いながら、バシバシスパイクを決めてました♪ 

大学は、バレーボール推薦では進まず、都内の私立大（土木学科、理系）に進みました。通

勤時間が片道２時間弱であったため、１年時は部活に入りませんでしたが、何か物足りなさ

を感じ、２年時からバレーボール部に入りました。理系の学部生中心の部活で、練習も週２，

３でしたので、学業と両立出来、良い仲間に会えたのが自分の財産になっています。 

 

〇大学卒業後 

理系の学部を卒業したものの、就職氷河期＋ゼネコン不況で内定が取れず、フリーターを

しながら、現在の仕事に就職。皆さん、「教場」の映画はご覧になりましたでしょうか。私は

まだ見ていませんが、木村拓哉かっこいいですよね。剣道もかっこいいですね。私も埼玉の

教場を出ていますが、ドラマを見ていて思うのが、「同期に女子がいていいな！」です。私の

期生は、たまたま女子がいない期生で、柔道の昇段審査等で、同期に女性のいる期生が黄色

い声援を浴びている中、「絶対あいつらには負けない。」と男子校じみた絆で日々の訓練を頑

張っていました。 

現在は、上尾市で勤務しています。勤務先でも少年剣道が開かれており、竹刀のぶつかる

音が聞こえてくると、剣道やりたい衝動が沸き上がってきます。 

社会人になってからは、柔道、マラソンが趣味になり、現在は、筋トレと剣道が趣味にな

りました。筋トレは、ジム通いが３年位続いています。１日おきにジム通いしているため、

剣道のある土曜日と重なると、午前中にジムで筋トレ、午後から剣道と非常に充実した日々

を過ごせています。 

 

〇おわりに 

家族で剣道が出来る喜びを、日々嚙みしめながら、練習に取り組んでいます。 

これからもよろしくお願いします。 

 

次は、昨年 10 月に入会された伊藤さんにバトンをお渡しします。 

よろしくお願いします。 
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